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ここでは，STMicroelectronics社のマイクロコントローラ

STM32ファミリのうち，本誌の付属基板に実装されている

STM32F103について解説する．STM32F103はARM

Cortex-M3コア，フラッシュ・メモリ，SRAM，A-Dコン

バータ，PWM出力のほか，USB，CAN，I2Cなどのインター

フェースを搭載している．それぞれの機能ブロックの特徴や使

い方を説明する． （編集部）

STM32ファミリはSTMicroelectronics社が開発した，

ARM Cortex-M3コア・ベースの新しい32ビット・フラッ

シュ・マイクロコントローラです（図1）．高性能，低消費

電力および低コストが要求される組み込み用途向けに設計

されています．

最近，従来8ビットおよび16ビット製品を採用していた

アプリケーションが32ビット製品に移行しています．

STM32ファミリは，メモリ容量やピン数の削減が必要なア

プリケーションから，大容量メモリおよび豊富な周辺機能

（ペリフェラル）が必要とされるアプリケーションまで対応

できます．また，高性能が要求されるアプリケーションや，

電池動作のアプリケーションなど，同一のプラットホーム
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図1
STM32ファミリの一覧

現在量産中のシリーズは，
内蔵フラッシュ・メモリが
32Kバイト以上128Kバイ
ト以下のもの．BGAパッ
ケージは，パフォーマン
ス・ラインでのみ用意．
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でさまざまな製品に対応できます．すべての製品がピン，

ペリフェラルおよびソフトウェアに関して互換性があるた

め，設計変更にも対応できます．メモリ・サイズを拡大ま

たは縮小したり，あるいはソフトウェアのソースを変えず

にさまざまなパッケージを選んだりできます．

1．ARM Co r t e x -M 3 を内蔵した
STM32ファミリ

STM32ファミリは，Cortex-M3コアをベースにしていま

す．通信系では，USART（Universal Synchronous Asyn

chronous Receiver Transmitter），SPI（System Periphe

ral Interface）， I2C（ Inter-Integrated Circuit）， CAN

（Controller Area Network）およびUSB（Universal Serial

Bus）などを搭載しており，モータ制御用のPWM（Pulse

Width Modulation）タイマなど，特徴あるペリフェラルも搭

載されています（図2）．

現在量産中のSTM32ファミリの主な特徴を表1に示し

ます．

1

2

APP1

3

4

5

APP2

6

7

8

Cortex-M3�
CPU�

36MHz/72MHz

 フラッシュ・�
インター�
フェース�

32Kバイト～�
128Kバイト・�

�

電源�
制御装置1.8V�
POR/PDR/PVD

6Kバイト～16K/20Kバイト�
SRAM

DMA ：ダイレクト・メモリ・アクセス�
RTC ：リアルタイム・クロック�
AWU ：リアルタイム・クロック付き自動起動�

POR：パワーONリセット�
PDR：パワー・ダウン・リセット�
PVD：プログラム可能な電圧検出�

32/49/80 I/O

SPI×1

20バイト・バックアップ・�
レジスタ�

クロック制御�

16ビット・タイマ×3

ARMペリフェラル・バス�
（最高36MHz）�

A
R
M
�

ペ
リ
フ
ェ
ラ
ル
・
バ
ス
�

（
最
高
72
M
H
z）
�

温度センサ�

ウォッチドッグ×2�
（独立＆ウィンドウ）�

12ビットADC×1/2�
16チャネル/1Msps

水晶オシレータ�
32kHz＋4MHz～16MHz

内部RCオシレータ�
32kHz＋8MHz

PLL

RTC/AWU

USB 2.0FS×1

SPI×1

I2C×2

CAN 2.0B×1

USART/LIN×2�
スマート・カード/IrDA�

モデム制御�

 JTAG/シリアル・�
ワイヤ・デバッグ�

ネスト化された�
割り込みコントローラ�

SysTicタイマ×1

DMA 7チャネル�

16ビットPWM�
同期ACタイマ×6

最大16個の外部割り込み�

USART/LIN×1�
スマート・カード/IrDA�

モデム制御�

ARM Lite�
高速�

バス・マト�
リックス/�
アービタ�
（最高�
72MHz）�

ブリッジ�

ブリッジ�

ARM
フラッシュ・メモリ�

図2 STM32F10Xのブロック図

¡内蔵フラッシュ・メモリ：32Kバイト～
128Kバイト（2008年6月量産予定のシリー
ズで，512Kバイトまで拡張予定）

¡内蔵SRAM： 6Kバイト～20Kバイト
（2008年6月量産予定のシリーズで，64K
バイトまで拡張予定）

¡多重ベクタ割り込みコントローラ

¡7チャネルのDMA

¡12ビットA-Dコンバータ（変換時間1μs，
最高16チャネル）

¡USB 2.0B

¡CAN

¡3相PWMタイマ

¡32kHz 内蔵RCオシレータ

¡8MHz 内蔵RCオシレータ
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図3
STM32ファミリの製品ライン

左側のリストは両ライン（パフォー
マンス/アクセス）で共通した機能．


